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こんなことが出来ます！
鍵を収納すると共にその情報も収納できます。
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
　袋体に、鍵を収納する内部の収納部と、関連す
る情報を収納する外部の収納部とを形成すると共
に、複数の袋体をバインダーに綴じ込める綴じ部
を同時に形成した。

【従来の問題点】
　不動産の管理を行う人が複数の鍵を管理する
場合、収納する鍵は同じような形状のため、収納す
る袋体に仕切りを設けて相互移動しないようにし
ていても、どの鍵を取り出せばよいかわからな
かった。袋体が複数になるとさらに混乱していた。
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　外部と内部の同じ位置に仕切りを設けたクリアーケース「ＫｅｙＰ（キープ）」です。高い辺の２枚のフィル
ムと低い辺の１枚のフィルムを、下端縁部と左右端縁部を揃えてセットし、それら３辺を熱溶着で閉塞し、さ
らに下端縁部に平行に底壁用仕切り壁と、左右端縁部と平行に複数の側壁用仕切り壁を熱溶着で形成し
ます。下端縁部と底壁用仕切り壁で綴じ部が形成されます。上端にはファスナーを取り付けます。綴じ部に
は綴じ込み用穴を開けます。

左右端縁部 左右端縁部

側壁用仕切り壁 ファスナー

下端縁部綴じ部 底壁用仕切り壁

　不動産管理における鍵の整理のために作成
しました。鍵の収納位置に対応した位置に鍵に
関する記録として名刺や写真やメモが保管で
きるため便利です。複数の「ＫｅｙＰ（キープ）」を
Ａ５バインダーに綴じ込めることもできます。
病院の診察券や処方箋の保管にも使えます。
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